
 

 

調 査 方 法 概 要 
 

第１ 調査の概要 

 １ 調査対象 

   各都道府県から抽出した１，３３０の事業場を対象とした。 

 ２ 調査対象期間 

平成２１年及び２２年の４月１６日から５月１５日までの各３０日間 

 ３ 調査事項 

   （１）ゴールデンウィーク期間中における連続休暇の状況 

   （２）年次有給休暇の計画的付与の有無 

   （３）平成２１年と２２年を比較しての連続休暇の増減の有無及びその理由 

 ４ 調査回答事業場数 

１，１１６事業場（製造業５４０、非製造業５７６） 

 

第２ 用語の定義 

 １ 連続休暇 

   調査対象期間中の週休日（土曜日・日曜日など）、特別休日（国民の休日・会社 

  の特別休日など）、年次有給休暇の計画的付与による休暇や、これらの組合せによ 

  る３日以上の連続した休日・休暇をいう。 

 ２ 「通算した」連続休暇日数 

調査対象期間中に２回以上連続休暇を取得した場合の連続休暇日数の合計をいう。 

 

［集計例］ 

 

 ◎連続休暇が１回の場合  出出出休休休休休休休出出出    

   連続休暇日数、「通算した」連続休暇日数ともに７日とカウント。 

 

 ◎連続休暇が２回の場合  出出休休休出出休休休休出出     

   連続休暇日数は、４日（長い方の日数）とカウント。                               
 「通算した」連続休暇日数は、７日（３日＋４日）とカウント。 
（注）出は出勤を、休は休日・休暇を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

調 査 結 果 概 要 

 

  

 

１ 連続休暇の平均日数は５．４日 

 

   連続休暇日数の平均は５．４日（昨年実績５．７日）であり、製造業が５．９日（昨年実績

６．３日）、非製造業が５．０日（昨年実績５．１日）となっている（表１）。    

また、連続休暇一斉実施予定事業場全体の「通算した」連続休暇日数の平均は５．４日（昨 

年実績５．８日）、製造業が５．９日（昨年実績６．４日）、非製造業が５．０日（昨年実績

５．１日）となっている（表１）。 

    

 

２ ７日以上の連続休暇を実施する事業場は２２．４％ 
 

   ７日以上の連続休暇を予定している事業場は、連続休暇一斉実施予定事業場の２２．４％（昨

年実績２３．１％）を占め、業種別では、製造業が３６．５％（昨年実績３９．３％）、非製

造業が７．６％（昨年実績５．９％）となっている（表１）。 

 

 

 

３ 最も長い連続休暇は１２日 

 

   これらの事業場が実施する連続休暇のうち、最も長い連続休暇及び「通算した」連続休暇は

１２日間であり、２事業場が実施を予定している。 

 

 



＜表１＞ゴールデンウィーク期間中における連続休暇実施（予定）事業場数（実施率）と実施予定事業場の平均連続休暇日数・連続休暇実施状況
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6
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6
（1.1％）

6
(1.1%)

（注） １ 平成21年については実施結果であり、平成22年については、実施予定である（以下同じ）。

２ ①については、調査対象期間中に３日以上の連続休暇を２回以上実施する場合、その合計日数を連続休暇日数とした。

（例：３日と４日の連続休暇を実施する場合、連続休暇日数は７日）

３ ②については、調査対象期間中に３日以上の連続休暇を２回以上実施するときは、長い方の日数を連続休暇日数とした。

（例：３日と４日の連続休暇を実施する場合、連続休暇日数は４日）



＜表２＞　４／３０（金）、５／６（木）、５／７（金）を休日・休暇としている事業場数（割合）

＜表３＞　調査対象期間中に年次有給休暇の計画的付与を実施する事業場数（割合）とその平均付与日数

（参考）

（注）１　「年次有給休暇の計画的付与を実施する事業場数（割合）」
　　　　は、連続休暇一斉実施予定事業場数を母数とした。
　　　２　「平均付与日数」は、連続休暇一斉実施予定事業場のうちの
        計画的付与実施事業場数を母数とした。

２６
（5.3％）

７２
（7.2％）

平均付与日数
年次有給休暇の計画的付与を
実施する事業場数（割合）

１．３日

１．２日

１．４日

４／３０（金）を
休日・休暇としている
事業場数（割合）

産業区分

　　非製造業

　　合　　計

　　製 造 業
４６

（8.9％）

産業区分

製造業

非製造業

合計

１９５
（３７．９％）

３４
（６．９％）

２２９
（２２．８％）

　昭和６３年４月１日施行の改正労働基準法により、労使協定で年次有給休
暇の計画的付与ができるよう法的整備が行われた。
　ただし、計画的付与の対象とすることができるのは、年次有給休暇の付与
日数のうち、５日を超える部分に限られる。（労働基準法第３９条第6項）
　
　年次有給休暇の計画的付与の方式には、次のようなものがある。
　・　事業場全体の休業による一斉付与の方式
　・　班別の交替制付与方式
　・　年次有給休暇の付与計画表による個人別付与方式

年次有給休暇の計画的付与　　　

５／７（金）を
休日・休暇としている
事業場数（割合）

１２
（２．３％）

５／６（木）を
休日・休暇としている

事業場数（割合）

１４
（２．７％）

５
（１．０％）

１７
（１．７％）

９
（１．８％）

２３
（２．３％）



暦の関係によるもの

休日を増加させたことによるもの

景気の影響によるもの

取引先・親会社等の都合によるもの

その他

無回答

（注）　②の割合は、①の８９事業場を母数として計算した。

暦の関係によるもの

休日を減少させたことによるもの

景気の影響によるもの

取引先・親会社等の都合によるもの

その他

無回答

（注）　②の割合は、①の２６３事業場を母数として計算した。

－

１４（　５．３％）

４（　４．５％）

２３９（９０．９％）

　　　　９（　３．４％）

－

＜表５＞　ゴールデンウィークにおける連続休暇の合計日数が平成２１年より減少した
　　　　　事業場数とその理由（割合）
　①　連続休暇日数が平成２１年より減少した事業場  …２６３（連続休暇一斉実施予定事業場の２６．２％）
　②　連続休暇日数が減少した理由（割合）

１０（１１．２％）

４（　１．５％）

４（　１．５％）

＜表４＞　ゴールデンウィークにおける連続休暇の合計日数が平成２１年より増加した
　　　　　事業場数とその理由（割合）
　①　連続休暇日数が平成２１年より増加した事業場  …８９（連続休暇一斉実施予定事業場の８．９％）
　②　連続休暇日数が増加した理由（割合）

理　　　　　　　由

理　　　　　　　由 事 業 場 数（割 合）

事 業 場 数（割 合）

７１（７９．８％）

９（１０．１％）

２（　２．２％）

（複数回答）

（複数回答）



ゴールデンウィーク期間中における連続休暇実施予定事例

４　月 ５　月 業　種

１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５

(金) (土) (日) (月) (火) (水) (木) (金) (土) (日) (月) (火) (水) (木) (金) (土) (日) (月) (火) (水) (木) (金) (土) (日) (月) (火) (水) (木) (金) (土)

12日 連続 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ①Ａ社　輸送用機械器具製造業

11日 連続 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ②Ｂ社　電気機械器具製造業

11日 連続 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ③Ｃ社　総合工事業

10日 連続 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ④Ｄ社　卸売業・小売業・飲食店

9日 連続 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⑥Ｅ社　電気機械器具製造業

9日 連続 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⑧Ｆ社　総合工事業

9日 連続 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⑨Ｇ社　電気機械器具製造業

9日 連続 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ⑩Ｈ社　化学工業

（参考）

通算日
数

連続分
割

注：○は休日
　　●は年次有給休暇の計画的付与

調査期間中（4月16日～5月15日まで）に事業場一斉で実施する連続休暇事例である。




